
車
II

熱海のホツト
ホットなニユース
熱意のホツト
ほっとするホツト

地域と熱海病院を結ぶ
ホットな1青報誌

骨肝紳
i愉

野
I No.9

編集・発行/太 日熱海病 P完広報委員会

発行日/平 咸17年7月1日

住 所 /品
首翠メ 海5丁目240番地

TEL(024)984-0088
ホームページt http:〃www ohta―hp or ip/

『ケヤキの森』撮影 野 崎洋文

ジヽ地
域
に
根
ざ
し
た
医
療
を
目
指
し
て

太
田
熱
海
病
院
は
地
域
の
皆
様
に
よ
る
支
援
の
基
に
発
展
し
て
き

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、

地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
な
け
れ
ば
、

病

院
は
存
続
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

太
田
熱
海
病
院
は
、

社
会
の
変
化
、

医
療
政
策
に
対
応
し
て
、

そ
の
形
を
変
え
て
き
ま
し

た
。

現
在
は
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
の
医
療
機
関
と
し
て
、

予
防
医
学
、

救

急
を
含
む
急
性
期
医
療
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、

療
養
、

介
護
、

在
宅
医
療
を
行

っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、

足
り
な
い
と
こ
ろ
は
太
田

西
ノ
内
病
院
と
連
携
す
る
こ
と
で
、

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
地
域
の

皆
様
の
エ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

変
化
の
早

い
現
代
に
お
い
て
は
、

常
に
地
域
と
密
接
な
関
係
を
持
ち
、

改
善
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
、

定
期
的
に
地
域
の
皆
様

と
懇
談
会
等
を
開
き
、

皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
、

ま
た
講
演
会
な
ど

を
通
し
て
、

情
報
を
提
供
す
る
事
で
、

地
域
と
病
院
の
関
係
を
強
め

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、

今
年
４
月
よ
り
個
人
情
報
保
護
法
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。

個
人
情
報
の
有
用
性
に
配
慮
し
な
が
ら
、

個
人
の
権
利
や
利
益

を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

病
院
に
お
い
て
は
大
量

の
個
人
情
報
が
保
存
さ
れ
、

患
者
様
の
利
益
の
た
め
に
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

誤

っ
た
取
り
扱
い
が
さ
れ
な
い
よ
う
に
、

安

全
管
理
を
徹
底
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

個
人
情
報
と
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
を
保
護
す
る
た
め
に
、

外
来
で
の
呼
び
出
し
や
面
会
、

電
話
で
の

照
会
等
で
、

今
ま
で
と
対
応
が
変
わ
る
点
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、

ど
う
ぞ
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
権
利
を
尊
重
し
、

個
人
情
報
保
護
に
つ
と
め
、

地
域
に

根
ざ
し
た
、

患
者
様
中
心
の
医
療
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
当
院
で
は
個
人
情
報
保
護
基
本
方
針
を
１
階
総
合
案
内
向
か
い
の
電
話

ボ
ッ
ク
ス
に
掲
示
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

副院長

松枝久雄



「マルチプル リスク症候群」
「メタポリックシンド回―ム」

予防医学センター長 厘]チ小今〉ギ子

Iコマルチプルリスク症候群、メタポリック
シンドロームとは

過食、運動不足等により肥満の人が増加しています。肥

満に耐糖能障害、高脂血症、高血圧症などの健康障害を合

併することも多く、 日 本人は、欧米人に比し軽度の肥満で

も健康障害を合併し易い体質です。耐糖能障害、高脂血症、

高血圧等の動脈硬化の危険因子が各々の程度は軽くても一

個人に集積すると、強力な動脈硬化のリスクファクターと

なります。1980年代後半から表 1の如く、いろいろな人が

種々の概念を提唱し、マルチプルリスク症候群と呼ばれる

様になりました。1990年後半になり、研究が進んで余剰脂

肪の畜積の場と考えられていた内臓脂肪組織が、様々な生

理活性物質を産生分泌して動脈硬化に係わつていることが

判ってきました。耐糖能障害、高脂血症、高血圧は偶然に

合併したのではなく、その上流に共通する因子 (内臓脂肪 ・

インスリン抵抗性)が あると考えられる様になり、マルチ

プルリスク症候群は、メタボリックシンドロームと呼ばれ

る様になりました。

Ⅱロメタボ リックシン ドロームの診断基準に

ついて (表 2)

まず内臓脂肪の蓄積を疑う為、暦高でのウエス ト周囲径

を測定します。男性85cm以上、女性90伽以上は、階高での

腹部CTで 内l‐t脂 肪面積が100筋以上に相当する値で、内臓

脂肪型肥満と考えられる値です。それに加え、①～③のう

ち2項 目以上ある場合にメタボリックシンドロームとします。

心血管病のリスクの重なりは、 1+1=2で はありません。

メタボリックシンドロームの基準とは少し異なりますが、

表 3の労働省作業関連疾患総合対策研究班の調査 lNakall■tra

T,Circ」.65(1〉1117,2001)ヤ こよれば、高BMI、 高血圧、

高血糖、高 トリグリセリド血症 (高中性脂肪血症)の うち

危険因子 2つ で虚血性心疾患発症オッズ比は9.7倍に、危険

因子 3～ 4つ で31.3倍と著明に上昇します。動脈硬化性疾

患の予防の為には、それらの危険因子を総合的に改善する

必要があります。

内蔵脂肪症候群 syndrolne X

松澤,1987   Reaven,1988

IIIロメタポリックシンド回―ムに相当する方ヘ

i食生活について

カロリー、動物性脂肪の摂りすぎに注意。腹八分目～七

分目。よくかんで (30回位かむのが良い)。 まとめ食い、

ながら喰いをしない。問食、甘い物、就寝前の飲食は控

える。アルコールは日本酒 1合、ビールなら中ビン 1本

位迄で週 2日 は休肝日を。

ii適度な運動を心がけましよう

内臓脂肪は皮下脂肪に比べ運動により減少しやすいと言

われています。

速足で歩く、自転車、エアロビクス、水泳等の有酸素運

動を。

1日 20～30分位 (10分位ずつ計30分でも可)、週 4回

位 (週1回では運動効果はあがらない)

ウォーミングアップ、クールダウンは充分に、持病のあ

る方は、主治医に相談してからにして下さい。

食生活 ・アルコール ・タバコ・運動などの

生活習1目を修正しましよう。

脂高での腹部CT

内臓脂肪面積152c百の内臓脂肪型肥満を認める

内臓脂肪蓄積

ウエスト周囲径 男性≧85帥

女性≧90cm

①高トリグリセリド血症   ≧ 150唯/』
かつ/または

低HDLコレステロール血症 く40rP8/d

②収絹期血圧       ≧ 130mmHg

かつ/または

拡張期血圧       ≧ 85mmHg
表 3

危険因子の保有数と虚血性′b疾 患発症オ ッズ比

(多変量オ ッズ比)

(労働省作業関連疾患総合対策研究班の調査より、

Nakarnura T,Cttc」 65(1):11 17,2001)

船橋徹 :モタンフィジシャンVd 23No8:12051208より引用

③空腹時血精 ≧1 1 0rPg/』

syndrome X pbs

― et,1990

DeadけQuartet インスリン抵抗性症候群

爆鶴誘む 使F r o n z o コ9 釧
内臓脂肪蓄積  イ ンスリン抵抗性

耐糖能異常   高 インスリン血症

高血圧     高 VLDL血症

高TG血 症    低 HDL C血症

低HDL C血症  高 血圧

耐糖能異常

インスリン抵抗性

高インスリン血症

高VLDL血 症

低HDL C血 症

高血圧

耐糖能異常

上半身肥満

高尿酸血症

運動減少

喫煙

上半身肥満

耐糖能異常

高TG血 症

高血圧

肥満

NIDDM

高血圧

動脈硬化性脳血管障害

脂質代謝異常

高インスリン血症

表 2
メタボリックシンドロームの診断基準

(内胴脂肪面積 男 女とも≧100胡に相当)

勺

３０

２０

１。

０

虚
血
性

心
疾
患
発
症

多
変

量
オ

ッ
ズ

比

1    2
危険因子保有数

危険困子

高BMI

高血圧

高血糖

高トリグリセリド血症

表 1 増 田大作他:総合臨床 Vd 53 No2:234245,2004よ リー部改変して引用



当病院では、平成12年 9月 1日 に県より 「開放型病院」として承認をいただき地域連携室

を設置しております。開放型病院とは、病床 (ベット)の 一部を地域の全ての医師、又は、

歯科医師に開放して、共同で診療ができる体制をとっている病院で、その業務の窓日として

地域連携室があります。普段は、近くのかかりつけの先生 (主治医)に 診療をうけていただ

き、専門的な検査 ・治療が必要と主治医が判断した場合は、高度な医療機器を備えた医療機

関へ紹介する手助けをいたしております。

地域の先生方に登録医になっていただき、地域医療機関と病院が連携をとり、患者様によ

り良い医療を提供できるように努めております。今後も、地域のエーズに合わせたサービス

を充実させ、病院と地域の先生方との掛け橋となれるよう、また患者様に安心して治療 ・検

査が受けられるよう更に充実させて行きたいと思っております。

担当 福 地千鶴子

診築 診察・検査・入院
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共同指導 太田熱海病院

地域医療連携室
かかりつけ医師

素朴な疑間

〔家健爆藩警揚質l
薬剤部 鈴 木康之

一
般
家
庭
に
は
様
々
な
化
学
物
質
が
氾
濫
し
て
お
り
、

そ
れ
を
誤
飲
し
て
し
ま
う
の
が
子
供
で
す
。

特
に
幼
児

に
多
く
見
ら
れ
、

幼
児
は
見
た
も
の
や
手
に
触
れ
た
も

の
全
て
回
に
入
れ
、

ま
た
大
人
の
行
動
を
真
似
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
普
段
か
ら
収
納
（
保
管

）
場
所
や
大
人

の
行
動
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

●
小
児
の
手
の
届
か
な
い
場
所

（ｌ
ｍ
以
上
の
高
い
場
所
や
鍵
の
掛
か
る
場
所
な
ど
）

●
不
要
に
な

っ
た
も
の
は
す
ぐ
に
捨
て
る

０
飲
み
物
の
空
き
瓶
な
ど
を
灰
皿
に
し
な
い

０
飲
み
物
の
空
き
瓶
に
農
案
な
ど
を
入
れ
保
管
し
な
い

簡
単
な
こ
と
で
子
供
の
中
毒
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

次
に
頻
度
の
多
い
小
児
誤
飲
の
家
庭
用
化
学
物
質
を

挙
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

タ
バ

コ
（
吸
殻
、

浸
出
液

）、
化
粧
品
（
香
水
、

マ
ニ

キ

ュ
ア
、

除
光
液

）、
芳
香
剤
、

洗
剤
、

漂
白
剤
、

蚊
取

リ
マ
ッ
ト
、

防
虫
剤
、

乾
燥
剤
、

脱
酸
素
剤
、

植
物
活

力
剤
、

電
池
、

医
薬
品
な
ど
様
々
の
も
の
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

ま
た
、

同
じ
品
日
で
も
製
品
に
よ
り
成
分
（
性

状
）
が
違
う
た
め
、

そ
の
危
険
度
も
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

も
し
誤
飲
し
て
し
ま
い
医
療
機
関
に
か
か
る
場
合
、

次
の
事
に
注
意
し
診
察
時
医
師
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

①
何
を
、

ど
の
位
口
に
入
れ
た
の
か

②
誤
飲
し
て
か
ら
ど
の
位
経
過
し
た
の
か

③
誤
飲
し
た
物
の
残
り
や
入
れ
物
な
ど
あ
れ
ば

一
緒
に

持
参
す
る

先
程
も
述

べ
ま
し
た
が
起
き
る
前
に
防
ぐ
こ
と
が
大

切
で
す
。

部
屋
の
中
を
い
つ
も
整
理
す
る
習
慣
が
大
切

で
す
。
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９

８

２

１

２
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３

目消
化
器
科
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循
環
器
科

・
呼
吸
器
科

・
小
児
科

問・
木

。
金

祝
祭
日

午
前
９
時
～
正
午
　
午
後
２
時
３０
分
～
午
後
６
時

午
前
９
時
～
正
午

午
前
９
時
～
正
午
　
午
後
２
時
３。
分
～
午
後
６
時

水
曜
日
午
後

三
柄

医

瞬

所
在
地
　
一Ｔ
９６３
‐

‐５２２
　
郡
山
市
湖
南
町
三
代
宇
御
代

一
二
五
〇

寄弓
　
話
　
０
２
４
１
９
８
２
１
２
５
５
６

●
診
療
科
目

内
科

・
消
化
器
科

●
診
療
時
間

月

，
火

・
水

白
木

金

（中
野
診
療
所

土
●
休
診
日

日
曜
日

・
祝
祭
日

呼
吸
器
科

・
小
児
科

午
前
８
時
３。
分
～
午
後
６
時

午
前
８
時
３。
分
～
正
午

午
後
１
時
３０
分
～
午
後
３
時
３０
分
）

午
前
８
時
３。
分
～
正
午

土
曜
日
午
後

の |か
◎

院 長

日召和59年

同

平成 5年

平成 7年

日本大学医学部卒業

福島医大第 2内科入局

大田熱海病院消化器内科勤務

鈴木医院にて医業継承

鈴 木 恭 二

太

田
熱

海
病
院

の
各
診
療

科

の
先
生

に
は
常

日
頃

か
ら

い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に
な
り
、

こ
の
場

を
借

り
ま
し

て
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
の
住
ん
で
い
る
湖
南
町
は
、

人

口
約

四
四
〇
〇
人

（平
成

‐７

年

６
月
現
在
）

の
過
疎
地

域

で
あ

り
、

老

人
人

日
の
割

合

が
三
八

％
と
急

速

な
高

齢

少

子
化

が
進

ん

で
お

り
、

人

回
の
流
出

も
相

ま

っ
て
、

毎

年

一
〇

〇

人

以

上

減

少

し
、

こ
の

一
〇
年
間

で
、

人

口
が

二
〇
％
程
減
少
し
て
い
る
と
い

っ
た
状
況
で
す
。

こ
の
よ
う
な
特

徴
を
持

っ
た
診
療
圏
の
た
め
、

当
院

の
患
者
様
は
六
〇
代
以
上
の

ご
老
人
が
大
半
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

老
人
の

一
人
一暑
ら
し
や
、

老
夫
婦
暮
ら
し
の
方
も
多
く
、

交
通
の
便
も
悪
い
た
め
、

市
内
の

病
院
に
通
院
す
る
の
も
困
難
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、

私
は
専
門
に
と
ら
わ
れ
ず
、

プ

ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア
ー
を
実
践
し
て

お
り
ま
す
。

太
田
熱
海
病
院
は
開
放
型
病
院
な
の
で
紹
介
し
た
入

院
患
者
様
の
共
同
指
導
に
時

々
お
邪
魔
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す

が
、

こ
れ
は
、

と
も
す
れ
ば
独
善
的
な
診
療
に
な
り
が
ち
な
傾
向

に
警
鐘
を
鳴
ら
す
意
味
で
も
大
変
役
に
立

っ
て
い
ま
す
。

地
域

柄
、

今
後
は
在
宅
寝
た
き
り
老
人
に
対
し
、

訪
間
診
療
を
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

）

太
田
熱
海
病
院
に
は
、

父
の
代
か
ら
お
世
話
に

な

っ
て
お
り
ま
す
。

専

門
的
な
診
療
や
入
院
を

要
す
る
患
者
様
は
、

病

診
連
携
室
を
通
し
、

い

つ
も
懇
切
丁
寧
に
対
応

し
て
い
た
だ
き
、

そ
の

度
に
届
け
ら
れ
る
詳
細

な
返
事
が
大
変
勉
強
に
な
り
ま
す
。

地
域
が
ら
、

時
間

外
の
患
者
様

へ
の
対
応
や
、

在
宅
医
療

へ
の
取
り
組
み

の
重
要
性
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
体
力

と
相
談
し
な
が
ら
、

貴
院
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

小
磯
分
室
と
も
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

個
々
の
患
者
様

に
合

っ
た
医
療
を
提
供
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

勢守

院長 二 瓶 節 雄
昭和54年 杏 林大学医学部卒業

同    第 3内科入局

昭和60年 杏 林大学大学院卒業

同   新 宿朝日生命成人病研究所附属病院 勤務

昭和61年10月 二 瓶医院にて医業継承



健 康 もっともっと知りたしヽ'卜のこと!!
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60歳 女性で、尿が近く、ひどい時はもれてしまう

回

■

回

匹

回

■

泌尿器科

伊東 賢 二

①出産回数は
②今までかかった病気は
(子宮の病気、腰痛症、糖尿病
など)

③今のんでいる薬は
④飲水は多いですか
③便秘は

⑥咳をしたり、走ったりすると
尿がもれますか

∪

４
月

２３

日
働
に

当
病
院

の
意
識

改

革

委

員
会

主
催

で

病
院
周
辺
の
ク
リ
ー

ン
ア

ツ
プ

作

戦

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

当
病
院

で
は
職

員

の
意
識
向

上

の
た

め
平
成

１１

年
よ
り

意
識

改
革
委

員
会

を
設

け
、

様

々
な

取

り
組

み
を
行

っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

月
１
回
の
委
員
会
で
は
意
識
向
上
の
た
め
の
目
標

を
定
め
、

ま
た
折
に
ふ
れ
、

患
者
様
の
病
院
に
対

す
る
意
識
を
知
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、

職
員
を
対
象
に
意
識
向
上
の
た
め
の
講
演
会
等
を

行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
ク
リ
ー
ン
ア
ツ
プ

作
戦
は
そ
の

一
環
で
す
。

各
職
員
が
当
病
院
は
こ

の
熱
海
地
区
と
と
も
に
歩
ん
で
い
る
と
い
っ
た
意

識
を
も
ち
、

そ
し
て
医
療
以
外
に
出
来
る
こ
と
は

な
い
か
と
考
え
、

病
院
周
辺
は
も
と
よ
り
熱
海
駅

か
ら
病
院
ま
で
の
沿
道
の
ゴ
ミ
拾
い
運
動
を
行
い

ま
し
た
。

当
日
は
時
折
雨
が
降
る
な
か
大
勢
の
職

員
が
参
加
し
、

多
く
の
ゴ
ミ
を
集
め
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

今
後
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
、

よ

り
地
域
に
根
ざ
し
た
病
院
を
目
指
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、

何
か
お
気
づ
き
の
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
職
員
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

No。9頻 尿、尿失禁
ため、心配です。

泌尿器科ではどのような検査をしますか?

まず尿の検査を行い、勝脱炎があるかどうかをみます。

症状がつづく時は、残尿検査や、腹部超音波を行います。いずれ
も尿がたまっていればできる検査で痛みは伴いません。

治療はどうするのですか?

勝洸炎の時は抗生剤の内服をします。

残尿が多い時は、便秘や、糖尿病、又は脳脊髄疾患などがないか

を調べ、内服薬を処方します。

治療でなおるのでしょうか ?

ほとんどの患者様が内服治療で改善します。

くすりでもよくならない時は?

勝眺鏡検査、勝脱造影、勝眺内圧測定を行いくわしく検査

します。

いずれも痛みはなく勝脱内に生理食塩水を入れるだけです
ので、患者様に負担はかかりません。この検査で、勝脱脱、

神経因性勝脱、勝眺腫瘍など頻尿になる原因がわかります。

回l尿が近いのは、年のせいだからなおらないと
思ってあきらめていますが…?

以前は、高齢な方には検査は行っていませんでした。最近は、

高齢でも元気な患者様が増えているため、尿の近い方、も

れる方の治療も積極的に治療を行い多くの方がオムツのい

らない快適な生活を送っています。ですから、あきらめず
に泌尿器科にお出で下さい。

クリーンアップ作戦で
周辺もきれいに
なりました

意 識 改 革委 員 会

本 間 秀裕

回

■
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私たち医事課 は、総勢 26名 で
日々業務に たっています。

員

あ

医
療
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
事
務
的
業
務
を
取
り
扱
う

の
が
、

医
事
課
で
す
。

そ
れ

ら
の
業
務
を
大
き
く
分
類
す

る
と
、

窓
口
及
び
外
来
業
務
、

病
棟

の
入
退
院
業
務
、

保
険

請
求
業
務
等
に
な
り
ま
す
。

窓

日
及
び
外
来
業
務
と
は
、

側
初
診

・
再
診

の
際

の
受
付

を
し
…、
カ
ル
テ
等
を
作
成
す
る
。

例
患
者
様
各
々
の
医
療
費
を

計
算
し
、

請
求
書
を
発
行
す
る
。

倒
会
計

を
し

て
い
た
だ

き
、

処
方
せ
ん
を
お
渡
し
す
る
こ

と
で
す
。

病
棟
の
入
退
院
業
務
と
は
、

主
に
入
院
患
者
様

の
請
求
書

を
作
成
す
る
業
務
で
す
。

保
険
請
求
業
務
は
、

患
者

様

の
加
入
さ
れ
て
い
る
保
険

や
年
齢
に
応
じ
て
ご
負
担

い

た
だ
く
割
合
は
異
な
り
ま
す
が
、

患
者
様
が
窓

口
で
お
支
払
い

い
た
だ
く
金
額
以
外
の
部
分

を
保
険
者
に
請
求
す
る
業
務

で
す
。

医 事 課

２
０
０
４
年

１１

月
よ
り
、

オ
ー
ダ

リ

ン
グ

シ
ス
テ
ム
が

導
入
さ
れ
、

医
事
課
に
お

い

て
も
窓
口
業
務
、

入
退
院
業
務
、

保
険
請
求
業
務

の

一
連

の
業

務

が
迅
速

に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

導
入
時
に
は
、

受
付
方
法
等
が
変
更
に
な
り
、

大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
い
た

し
ま
し
た
。

医
事
課
員
に
は
、

「医
療
知

識
」
と
複
雑
な

「保
険
知
識
」

を
理
解
し
、

正
確
な
請
求
書

発
行
、

保
険
請
求

が
要
求
さ

れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の

「知
識
」

を
生

か
し

て
、

患
者
様

の
お

問

い
合
わ

せ
、

ご

質
問
に
正

確

に
、

ま
た
丁
寧

に
お
答

え

で
き
る
よ
う
、

日
々
努
力
を

重
ね
て
お
り
ま
す
。

）

ラ

夏 に向か って、豚 肉十酸味で元気 もりもり 1!

豚肉には、エネルギー代謝を高めるビタミンB群 が豊富に含まれています。
ビタミンBlには、疲労を回復しイライラを防ぐ働きがあり、 ビ タミンB2は

脂質の代謝をスムーズにするため、動脈便化など生活習慣病を予防します。

また、 レ モンにも疲労回復効果があり、皮膚の新陳代謝を活発にし、シミ、

そばかすの沈着を防いでくれます。
レモンの果汁、果肉を使ったお肉料理をご紹介します。 (栄養部〉

"“ """“ 【豚肉のレモンパターツースかけ】""""… …

①豚肉は筋切りをして軽くたたき、塩 。こしょう各少々をふって小麦粉を薄く
つける。

②フライパンにバターと油各大さじ1を熱し、①の両面を中火で焼いてワイン
をふり、ふたをして約2分蒸し焼きにし、器にとる。

③②のフライパンにスープ1カ ップを注ぎ、半量まで煮つめてバター大さじ2
を溶かし、レモン汁を加えて塩 。こしょう各少々で味をととのえる。

④レモン果皮はみじん切 り、果肉は適当な大きさにちぎって③を加え、②に
かける。

⑤塩ゆでしたグリーンアスパラガス 1束分とそら豆200gをバターソテーして
④に添えパセリのみじん切り少々をふる。

Ｅ
田
脳
□
ｎ
■
■

絢
爛
豪
華
に
咲
き
誇
っ

た
桜
の
季
節
も
過
ぎ
、

日
下
新
緑
の
候
、

当
病

院
南
側
五
百
川
沿
い
の

木
立
も

一
段
と
緑
を
濃

く
し
て
い
る
今
日
こ
の

頃
で
す
。

こ
の
木
立
内

に
巨
大
ケ
ヤ
キ
群
生
林

が
発
見
さ
れ
て
早
１
年
が
経
ち
、

す

っ
か
り
熱

海
町
の
観
光
名
所
に
な
る
と
共
に
地
域
興
し
の

一
端
を
担

っ
て
い
ま
す
、

樹
齢
３００
年
と
も
な
る

と
幹
周
囲
が
何
と
７
．
５

メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、

訪
れ

る
人
々
を
驚
か
せ
て
い
ま
す
。

当
ホ
ッ
ト
の
表

紙
を
飾
る
写
真
は
、

こ
の
ケ
ヤ
キ
群
生
林
の

一

部
を
撮
影
し
た
も
の
で
、

当
病
院
野
崎
医
師
の

感
性
が
映
え
る
作
品
を
拝
借
し
ま
し
た
。

ケ
ヤ

キ
は
ご
存
じ
の
様
に
弾
力
に
富
み
、

特
有
の
美

し
い
木
目
は
建
築
材
、

家
具
材
な
ど
で
広
く
重

用
さ
れ
福
島
県
の
県
の
木
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ケ
ヤ
キ
の
語
源
は

「け
や
け
き
木
」
つ
ま
り
際
だ
っ

た
素
晴
ら
し
い
木
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
、

ス

ギ
や
ク
ス
等
と
並
び
長
寿
を
誇
る
樹
種
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
ケ
ヤ
キ
に
あ
や
か
り
、

熱
海

病
院
も
こ
の
先
地
域
住
民
に
末
永
く
愛
さ
れ
た

い
も
の
で
す
。

藤
井
　
一元
司

■編集後記■
●豚ロース肉(豚カツ用)・…4枚
●白ワイン…・・……1/2カ ップ
●レモン汁……………・大さじ2
●レモン果皮………………・少々
●レモン果肉…………1/2個 分
●バター………・口…・・・大さじ2
●パセリ・・・・………・・・・…・少々
●コンソメスープ・・…・1カ ップ
●グリーンアスパラガス…。1束
。そら豆…………,・・200g(正味)

422キ ロカロリー


